








































































































































































































































































































































じた」 (I1コリ5: 17)。 ここから｢新しい戒め｣， 「新しい服従｣， 「新し
い神の民」が出て来る。 「見よ，わたしは万物を新しくする」 （黙示録























































































































































































































































































































































































































































































































































































































5: 24, 11 : 25)。永遠の生命は生命の御盟において経験され,生への愛
において実践される。愛は永遠の生命の経験であり，愛の喪失と憎し
みは死の経験である(24)。他方ヨハネ黙示録においては第一の死と第二




































































は， キリストにより， また信仰において呪いの死から解放され， 自然



















































































いう形で現れて来る（創世記6章)。 「ネフイリム」 （6： 4）は自分を半
神と考え， 自分を神の子として拝ませた。ネフィリムは地上の暴君で



















































していると考えている－11マカベア12: 40-46, マタイ12: 32, 1





















































































































































































































































































































































































































































































































































































Cf.DKG.93. 「希望の神学」 (s・ 162, 192)においてモルトマンは， 「復
活」を「無からの創造」および「新しい創造」と呼んだ。 この表現は，
死者のアイデンティティを否定するような印象を与えてしまった。彼
はここでそのような誤解をさけようとしている。なお彼の言葉によれ
ば， 「希望の神学」においてそのように記したのは， 「創造者なる神と，
神の行為の終末論的な新しさを指摘するため」であった。
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DKG125-
Cf.DKG127.
DKG. 129.
DKG. 131モルトマンは， このようにキリスト者の希望が決して排他
的でも局部的でもないことを示す聖句としてIコリント 15: 2326を
挙げている。彼の理解によれば，ここに記されている復活のプロセスの
｢順序」は， 「初め・発端･開始(Anfang)」と「目標」の関係にあるの
である。
DKG. 133.
この関連でモルトマンは次のように述べている。 「今日，生きるために
不可欠なのは，東洋の自然理解と西洋の人格理解を相互に実り豊かに
仲介することである」 (DKG・ 133.)｡
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